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所謂空梅雨に就て
理學博士藤原険：一丁一

アメリカの方が碕ひごい亡思ふカ㌔ミにかく、日本の諸新聞に環匡れる學術の読事

が、（馴者の署名の無いものに限り）如何に無茶なものであるかオ言ふ事ば、一・般護

者に知れて居ないmpうに思ふ。等分も斯うしナこ問題にに始終憐まされてるる者であ

るが藤原博士の此り一文；を、非常に意味深い内輪話しt思って讃んだから、こSに

紹介する。（lil本）

◇長岡博士が昨年鰍洲に遊ばれ到る慮で徴迎

ぜられプこ。新聞『五和が來て水銀糠喜に就ての

談話を求め’rl．博士は日本でに滅多に新聞記

者にに職階ぜられないビ思ひます一が向ふ
でばそれ程でもなく、會って一通リ話されプこ
言己者’匡筆言己Zlf・Ut台めナこカミ、　ま也も本旨に二［Z［角￥らな

い事潜蝿ってもし誤ちな傳へては悪いからS

いふので3先生に多いて貰ひナこいごお願ひし

；其書かれすこ原稿た璽口の新聞に出しナこSいふ

事た聞いナこ。肚會の木鐸’たるな肖畳ぜらるy

新聞記考書してば筍くも談謬奄傳へる事た恐

れるのに翼然の事で左もあるべき事虐思ふ
ブこ。然し冬日Zir‘の戯歌ばN．’・t“うか。東京に二ば直余

りに薪聞が多い。各半間で肚會欄に於ける競

撃は記事の正確か犠牲にして只ひナこすらに砂

防よリ、早く早くSあぜる。侮も讃者が早い

事のみた喜ぶのでばない然し膿裁好きの日本

人は、他1吐が一度幽し表記事ばほEぼりの冷

める迄（t出さない爲に、記者諸君ば自分の取

っナこ読事為判り物にしプこくないから、多少不

正確の嫌いば有ってもかまばすに起して仕舞
ふoJ比黒諏二方杢てば言忌事の早｛き．プレ競そ匡ない日

本新聞ば了然他馬齢に勝れて居ろ心墨ふ。

＜》記事、誤qでなくて、然も世間を誤る揚合

が非常に多い。それ口見M：｝しであろ。例へば

見出・しに『氣象學上の大戸見』虐あっ六ミする

大方の卜者に1雄ヒ見出し丈が頭に獲る、所が

其記事秘讃んで見れば別に大1見でも何でも

なく『東風が吹い六ら雨になる様に思にれる』

E云ふ7こ様なz昏々凡々の事も時々ある。是れ

は記事奄取つ才こ記者が見出しか振らない、見

忠しを振る人ほ大騰目な通して大づかみな、

最も人目につき易い様な見謝した付ける爲に

見出しt内容εば多くの揚合にくひちがう、

此爲に世人た誤解に導く事がまナこ一・ミ通りで

ない。

◇組分ば今迄何年ごな．く望地の談謬に就て苦

しめられて來ナこ。然し新聞S云ふものに今の

日本でば先づ一番強いものであるから、新聞‘

紙に不利盆な議論や事實な指摘し7こ所で、漣

も其れカ㌔世の中に製表ぜられる機會ば得ら

れない。今度（t然し『日本新聞、：なるものが思

ひ切って痛快にi所聞の中黒占だらうが何だらう

がぐんぐん突つ込んで行くので、肖分の多年

の考へた獲表けこ機倉た得る事ε思ふ。

◇恐らく新聞の天中記事ラヂナ亡の天氣放逞

定な悶方詠いナこり見たりして比較して下さつ

ナこら解る事ミ考へるが、新聞の杜會欄の隔る．

藤原博士談なご云ふものに羅へ篶呉りが現ば

れる。記者諸君の中にも氣象藁へ出入して一

年Eか二年書かになる方々に滅多に問違1工れ

ないが・其様な人ぱ三四人であって、他ば新来

の諸鷺や臨時の人蓮で中にば低氣巫が何であ

ろか丸で見学が付かないのに省挙足墓の記事

な取りに來ろ人ずらあろ其勇氣ば感心である

が、其稽古蔓にされろ小生ミしてに悲鳴々研

げざろな得ない。氣象の本も多少lt本屋にも

費って居る。：先づ其れ等に目糞・通じ（一壷の

知識を持って來られうならば無難であるが我

國入ば遣憾ながら小説1婦費んでも科學の本な

こごは言費まrない。殆ん～ご新しく來られろ方li大

部分低氣駆の何7zるかを知られない。

＜》相當に心得て來てからにま71誤りが起ろ。

氣象豊でほ責任を以て炎表し得ろ事なば文旬
に作って毎日三回づ㌔i隅示する。麗：丈句に例

へば日日新爾なれば必ず欄外の底に萬て居k

國民新聞ならば天回歴の上に組むQ此丈句か
見て戴き度い。所が記者諸君の9になって此

様な所謂玄關種で（t自分の手柄にならない。

蔵で【欄外へし力載ぜない一側工欄外が良

いめであるが一本欄へ載ぜて貰ふに匡何ビ
か夫れに色を付けなくてばいけない。夫れで
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『太陽黒黒占匡こうです』なごし質問だ旧すろ、

こちら［工黒黒占の影響i工有るに二は有る力流山も複

雑であって今の歌態が其關係であろかごうか

断言出來ない』なご・答へる。するミr配り｛こ

影響がある’Sしナこら今年の夏に熱いでdう

ね』オ回るうっかり引つかsつナこらそれこそ

今年大盤作なご、出す『假りになご定云ふ事

が解るものでitない』z！云ふミ『夫れで匡今年

の夏ば冷掠でSうか』定障る『其んな事に云へ

ぬ』ミ配るご冷凍奄否定し’tこから熱いざ云ふ

プこものビ見配してr今年の夏lt暑い』藤原搏立

談』E云ふ風なものが出來る。もし藤原談の

中に、今年の農作がこうのこうのSあっずこら

ばそれ為以て其艶事が與太である誰遽にして

戴きナこい。私匡農作の事に匡決して燗れまぜ

ぬ。而も夫がよくちらほら出るから驚くの外

ばない。後で、私が『困るぢやあないか』ビ云

ら正しく出し7こ新聞も多かつ7；ilXlt思ふ。然

し世間でlt今年に空梅雨だそうな亡蓮噺され

7；のが大多数で、其爲に嘘かほん亡か一新

聞記事に来の値が騰つ7こtさへikitれずこ。

〈〉此様な問蓮；びに今度に限つ7こ事でなくもう

年から年中であって辿も．こうすろ事も出來な

い。氣象璽1工責任あろ講席表ば文句な以て出し

vて肯うから、右の様な記事｛二封し．ても決して

正誤なごばやらない。如何亡なれば、記者の
悔いずこ旨己事の責（t新聞就にあろからである○

又わづらにしくて澤山の薪聞た漣も一々訂正

なごやり切れない○

◇只驚いナこ事にに、庇密な素式びが非常に多

レ、事ゐρ謹葭者〔こ知らなくEも新聞記ラ琶’或ば論説

曝者御自均匡十も百も御存知の事S思ふて二

つ六が六月十五日の口本新聞匡其の二二して

の一番大切であるべき掃出欄に於て入梅S題

ぜん、あれがスピリ）ソ。オブ・ジヤーナ、げム　ぜられナこ。叢に於て小生侮るもの大に驚かざ

です』s云はれる。誠に困っナ；ものである。　うた得ない。評論の評論な縄し、十六面棒秘

φ今度の空梅雨だつて右の類であろ〇六月目　IIS　L、眼光紙背に徹するが如き日本耕聞の論

七日蟻壁璽の獲表に於てば『ナホーック海方　客各位の中にも案外馬鹿正慮の方もあるビ驚

露の温度がズンズン昇うから今年の梅鯨妖吋こ次第であるが、人間霜1申様でない以上まあ．

して獲建ばすまい」ぜ禺し’ナこ。此面表に陣し　此位の事は有り勝ちであり、眞面目に考へれ

て域記者ばr夫でば空梅雨でぜうカ㍉曇問ふtこぼ、學者が嘘を付レ燦か、脚高が間違へ7；　rb“

ものもあっ7こ、勿論答へitr冠頭な事iixへこちらにし“’q・t　lL’．．’E入梅説の急斜【こ傳播され

ぬ』書云ふのであっナこ。又『太陽の黒鮎の影i舜　ブこ事蹟、瞬かに日本生活の一戸黙であろ』事

でぜう力泥も聞いカ『さう何でもかでも黒黙　に於て小生も大いに論客に共鳴すうものであ

に持って行けるものでない。大節黒黙の多い　る。嘘にi酎すろ無憾畳、直れば實に枇會堕落

年団大陸2v夏匡湿度it高く冬t工寒くなる。夫1の第一歩である、佛國lt否巴里）ン子ば輕眺の

黙黙麟鼠講膝驚鶴ご実1難黙禁鶴聴講慧轍
洋性の天候になる事もあり爾方の場合があり　差し控ヘナこ。こうか七千萬同胞よ。眞面目に

非常に校難であろから、時聞が経過しナこ後綿　なって戴き’ナこい。薮しきか追ひ蓮きをのみ貴

密に調査けこらば、或匡其關係が見禺される　ぶ輕能な風な捨て、確實な事實を以て知識の

かも知れないが、今一に此梅雨の黒黙の因果　糧ぜぜられずこい○浮かれる時に1靖孚かれるも

關係な云々する事飛出來ない』ミ極め“（町’峰　良からうが、我々ば今ば撰詠口こなければな

に読明けこものである。其庭に居つプこ人逡ば　らない時である。年々利子丈けで一億数個巴

大概ば了解しカらしかつプこが、一足後れて來　の仕排ひかしなければならない我口本は決し

云通信就の入力㌔私の話た直接にほ学堂しか　て浮かれて居るべき蒔機でばあるまい。（［i

聞かず、あミ嘩嘘に居つナこ他の記者にまナご本六月二†日）

聞きかして甜事を作つ力此人の逡つナこのがす　　　　　　　　　　◎

華1鎌繋欝擁1…帯磁　
聞なごも大々的に。プとり為傳へすご。朝日及日日　　　あまれき秋の夜：ビなりにけり。

も少しく間遠って出けこが後で爾方共町峰な　　　　　　　　＿石　川　啄　木＿．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記事な凹し’（　N不言裡に訂正ばけこ、初めか1

へ鷹あ嗜か偏れば課・魂糊入劃し献科鞘が縢勉歴⑭く誠試鵬


